
























序(一七八五)にも「夫夢後眼未開、実与夢為隣、則雄日噴語可也」とある。「華膏噴語」とは、肇膏国という夢の中での寝言(たわごと)を意味すると思われる。実際、三「華膏国記」、一一「夢路草枕」、二ハ「ね ひ」は夢に関わる話である。『懐徳堂 庫図書目録』に「華膏国壇語」とある は誤りである。また、『国書総目録』は『華膏国物語』の項に含めている(『華膏国物語』の別名として扱っているのであろう)が、両者は別物である。履軒は安永七年(一七八二、米屋町に引っ越し、居宅を華膏固と名づけ






















































































































































{ 見 知 )
はまだ しらねど、さばかりの人にこそあれ」とおど
(主)*






























































































































門 ・ : 中 之 島 本 「 川 」 。
O









































嶋家のこと。革嶋家は、竹山、履軒の妻の実家。明和元年(一 六四)、岳父が亡くなった際、跡継ぎが幼か ため、竹山が後見人として 年間滞在したこともある
O
一声はあなおぼつかな・:「ひとこゑのおぼつかなさ
に郭公われもきき いふ人も な」(『続拾遺集』一六二)、「過ぎぬるが山時鳥一こゑのおぼつかなさもはれぬ雲ゐに」(『新続古今集』二 九)参 照 。
O
たには:・丹波。革嶋家は丹波にも土地を持っていた(『国史大辞






こで撫子は、安永四年( 七七五)に亡く ったみわの忘れ形見の八郎を指していると思われる。他、履軒は、子供に対する砂糖の害を力説する 老
婆心』で、「さきくありてわが国におふるなでしこにあはれをかけよ春の雨露」という和歌を詠んでいる。その他、履軒の和歌集『越吟』第二に「妻をうしなへるころ、たかさと(竹里)の翁の歌よみておこせたるかへし」という詞書きのもと「かつみでもなぐさむことは撫子の花にぞ露はをきまさりぬる」(一七八) 歌を詠んでいる。撫子 「なで」 「無で」を掛けていると思われるが、 の撫子は妻を暗示するも であろう。
O
老の坂









あひみまくほしのやどりの:・「ほし」は星を掛ける。「天の原ふ さけみれば七夕の星のやどりに霧立ちわたる」(『新千載集』三三二) は「星やどり」は星座を表し、「あひ見まくほしは数なくありながら人に月 み惑ひこそすれ」(『古今集』一
O
二九)では「星」と「欲し」を掛け、程度
の甚だしいことを表現する。履軒の歌 は、「ほしのやどり」により、大阪の遠いことと、高辻卿に会 い気持ち 強いこ を表現して ると思わ れ る 。



















冷泉をけ ら し 。






































































の { 子 、
「 治 」
「 治 」 は 「 ち 」





















































































みどりの髪も霜とふりつつ 千年 ちぎりそ ごととな り ぬ 。








































































































































れ思ひ入る山の奥にも鹿ぞ鳴くなる」(藤原俊成、 百人一首』)など 踏まえると思わ る。
O


























































虫 :・和文集本「むし」。【 語 釈 】
0















































































































































































【 語 釈 】
O





















































































































































































心 』 ) 。
O
黒砂糖・:当時、黒砂糖は薬としても使ったらしい。砂糖自体安









































































ればよつにも五 にも葉 なるべ れど、み なん其
「 ふ ふ き 」
lま





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ま え る 。
O
「われもまた」の歌:・鏡山は歌枕。「鏡山いざたち寄りて見て





こ・:謡曲に「草刈」という作品がある。難波に住む夫婦が貧窮のため後日を誓って別れ、妻は京都に上 。妻はやがて、貴人の乳母となり、従者を伴い夫を尋ねる。そこで茸を売る男と会う。女は夫だ 知るが、夫は零落の身を恥じ姿を隠す。やがて歌を交わして名乗り合い、共 都へ上る。という話である。本文はこの芦刈伝説を意識したものであろう。
O
かきっぱ














































































































































マaz υ  
ることなれば、せるなるべし。















































































































































































































































露とりて口にい などするほどに 玉の へ きませ
(早)(打)(解){顔)
るにか、ゃうやう人心つき り。はや ちと がほに
(依){言)
ゅうゅうと肩の上によりかかり はゑもいはずらう
と い ふ 。
たげなり。


























































































































































































































お こ と ・ : 御 事 。




































































































































































































































































































































































































































































































































れ だ に 、歌十首ばかんも。されば、










































歌にまさるかたなり れにはいと るきもあるべし。(所々 )(疑)ところどころに「人麻目、が歌なり」「赤人かな」とうたが
{多)(知)












































































































































































































































































































































































































別れいなばの山の峯におふるまっとし聞かば今かへりこむ」(『古今集』三 六 五 ) 。
O
わが身世にふるながめ:・小野小町「花の色はうつりにけりな
いたづらにわが身世にふるながめせしまに」(『古今集』一二三 なお「集撰のさた」(『遺草合巻』)にも、かすめ歌について本書と同様の論が見 え る 。
O
『新葉集』:・「集撰のさた」(『遺草合巻』)にも、『新葉集』












































































































( ひ と り ) ( 敏 馬 ・ 見 ぬ め )独みぬめの
*(佑}浦にわびぬる
{呼)(返)





























































































































ばかり見ほし 、今ひ つは かへて、またかすべ
(宣)(限){喜)
とのたまふ。この老人かぎりなくよろこぼひて、















































































な ん : ・ 「 な む 」 。
O










































ぼ り : ・ 「 帰 り 」 。
O
何 : ・ 「 な に 」 。
O
け り ・ : 「 け る 」 。
O
い で ・ : 「 出 」 。
O
こ








そ の ・ : 「 が 」 。
O
う り : ・ 「 売 」 。
O
物 ・ : 「 色 紙 」 。
O







買 人 : ・ 「 買 人 は 」 。
O
古 へ : ・ 「 い
に し へ 」 。
O
な ん : ・ 「 な む 」 。
O
た ま ひ : ・ 「 給 ひ 」 。
O
そそのかし・:「そそ
の か し 聞 え 」 。
O
さ ま は ・ : 「 さ ま 」 。
O
宝 ・ : 「 た か ら 」 。
O




見 て : 「 み て 」 。
O
た か ら ・ : 「 宝 」 。
O



















国 司 は ・ : 「 国 司 」 。
O




都 : ・ 「 み や こ 」 。
O
け ん ・ : 「 け む 」 。
O










見 る : ・ 「 み た る 」 。
O
は と り て : ・ 「 取 て 」 。
O
老 人 : ・ 「 牡 丹 花 」 。
O
物 ・ : 「 も の 」 。
O
か し : ・ な し 。
O






あ り ・ : 「 有 」 。
O
老 人 : ・ 「 牡 丹 花 」 。
O










み な ・ : 「 皆 」 。
O





歌 : ・ 「 歌 な り 」 。
O








外 ・ : こ
の前に「また」あり。
O
疑 ・ : 「 疑 ひ 」 。
O
に ぞ ・ : 「 こ そ 」 。







































































































【 語 釈 】
O
















現している(『履軒古風』)。人付き合いを好まぬ偏屈というのが履軒についての一般的評価である。だが、本篇を見れば、武士としての自意識を有し、最後の署名に「朝臣」とあることから貴族に対する憧れも有していたことが伺える(『昔の旅』 自分たち兄弟を文章博士に仮託していることも同様の例と言える)。また、多くの経世論を残していることからも、決して出家人としての行動していた訳ではない がわかる なお、履軒に
は、「万」と「甲(甲胃ごとについて考証した『万甲排』という漢字カナ交じり文の著作もある。
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【博山香炉】(新国文庫所蔵)
口絵解説
- 81 -
中井履軒作と伝えられる楽焼きの香炉(『懐徳堂考』下巻七九頁)。
手前の身の部分に香を入れ、富士山形の蓋を被せると、蓋に開けられ穴から煙が立ち上る仕組みになっている。蓋の大きさは、縦日・
5
畑 、
横民団、高さ凶価。博山とは富士山のことだが、古来、中国人が憧れた仙山を指すとされる(一一「夢路草枕」参照)。
中井履軒は、安永田年(一七八こ、米屋町に引っ越し、居宅を華膏
固と名づけた(三「華膏国記」参照)。華膏固とは『列子』黄帝篇に見える夢の中での理想国である。この夢の世界で、仙山に見立てた香炉を嬬らせながら、履軒幽人は何を考えたのであろうか。
